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第
七
十
六
回
臨
時
県
議
会
が
五
月
十
二
日
招
集
さ
れ
、

第
六
十
代

県
議
会
議
長
に
当
町
の
原
田
一
実
氏
が
就
任
。
同
月
二
十
二
日
町
で

は
、
金
木
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
就
任
祝
賀
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

祝
賀
会
に
は
約
二
百
名
が
列
席
。
主
催
者

の
町
長
が
あ
い
さ
つ
、
 

来
賓
の
沢
田
茂
町
議
会
議
長
、
野
宮
雄
造
自
民
党
金

木
支
部
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
原
田
新
議
長
は
「

今
後
共
、
県

政
及
び
町
発
展
の
た
め
努
カ
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
多
く
の
期

待
に
力
強
く
応
え
ま
し
た
。
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やさいの 

産地づくりめざして 
津
軽
北
部
や
さ
い

生
産
者
大
会
開
催
 

六
月
八
日
、
金
木
町
山五
〈公
民

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
津
軽
北

部
や
さ
い
振
興
協
議
会
主
催
に

よ
る
津
軽
北
部
や
さ
い
生
産
者

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
 「や
さ
い
生
産
に

意
欲
を
も
っ
て
地
域
農
業
を
活

性
化
し
よ
う
」
、「生
産
組
織
の
育

成
強
化
を
図
り
、
共
販
の
拡
大

を
促
進
し
よ
う
」
、
 「良
品
質

の
生
産
拡
大
に
よ
り
銘
柄
を
確

立
し
よ
う
」
、
 「昭
和
六
十
一
】
 

年
度
系
統
や
さ
い
取
扱
高
二
億

円
を
達
成
し
よ
う
」
を
ス
ロ

ー
 

ガ
ン
に
金
木
町
、
中
里
町
、
市

浦
村
の
や
さ
い
生
産
農
家
と
管
 
 内

農
協
、
経
済
連
、
関
係
市
町

村
等
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
 

主
催
者
を
代
表
し
、
中
谷
金

木
農
協
組
合
長
が
 
「最
近
の
農

業
を
取
り
巻
く
内
外
情
勢
、
生

産
物
を
計
画
的
に
出
荷
す
る
た

め
の
系
統
出
荷
の
必
要
性
の
説

明
と
と
も
に
、
最
近
で
も
ナ
ガ

イ
モ
が

一
箱
四
千
八
百
八
十
一
一

円
で
出
荷
さ
れ
た
事
を
例
に
や

さ
い
を
作
れ
る
気
象
条
件
を
生

か
し
、
県
南
に
負
け
な
い
産
地

を
つ
く
り
ま
し
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
来
賓
と
し
て
大
橋
町

長
、
青
森
県
畑
作
園
芸
課
伴
 
 指

導
鑑
が
あ
い
さ
つ
の
後
、
経

済
連
田
中
青
果
部
長
か
ら
の
や

さ
い
の
情
勢
報
告
、
生
産
者
に

よ
る
や
さ
い
生
産
事
例
発
表
、
 

金
木
地
区
農
業
改
良
普
及
所
山

口
技
師
に
よ
る
技
術
解
説
、
ま

た
「
野
菜
を
中
心
と
し
た
活
力

あ
る
地
域
農
業
の
確
立
」
と
題

し
、
田
子
町
農
協
参
事
杉
崎
孝

雄
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

津
軽
北
部
地
域
に
お
い
て
は

年
々
野
菜
作
付
面
積
が
増
加
し
、
 

水
稲
と
の
複
合
経
営
に
よ
る
農

業
収
入
の
拡
大
に
大
き
く
期
待

が
も
た
れ
て
お
り
、
出
席
し
た

生
産
者
は
、
大
き
く
勇
気
づ
け

ら
れ
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
 

事
例
発
表
内
容
 

①
カ
ポ
チ
ャ
、
ナ
ガ
イ
モ
に
取

組
ん
で
 

白
川
幸
雄
氏
（
金
木

農
協
や
さ
い
部
会
長
）
 

②
キ
ノ
コ
栽
培
に
取
組
ん
で

・
・
・

…
白
崎
武
春
氏
（
武
田農
協
き
の

こ
部
会
長
）
 

③
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
に
取
組
ん
で

佐
藤
竹
治
氏
（
市
浦村
農
協

や
さ
い
部
会
）
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第
七
十
六
回
臨
時
県
議
会
が
五
月
十
二
日
招
集
さ
れ
、
第
六
十
代

県
議
会
議
長
に
当
町
の
原
田
一
実
氏
が
就
任
。
同
月
二
十
二
日
町
で

は
、
金
木
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
就
任
祝
賀
会
を
行
い
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
約
二
百
名
が
列
席
。
主
催
者
の
町
長
が
あ
い
さ
つ
、

来
賓
の
沢
田
茂
町
議
会
議
長
、
野
宮
雄
造
自
民
党
金
木
支
部
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
原
田
新
議
長
は
「
今
後
共
、
県

政
及
び
町
発
展
の
た
め
努
力
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
多
く
の
期

待
に
力
強
く
応
え
ま
し
た
。

ｈ

ｂ
●
ひ

p

も 、′句

』血曲

寡x:，Kシ
ンタ

ーザ’一F。■

も

マ

サ

Q

r

j
F il''

l-E
｡

一
山
皇
－
１
１
１
町

一
一
一

’‐一■■■■■■4_-_

六
月
八
日
、
金
木
町
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
津
軽
北

部
や
さ
い
振
興
協
議
会
主
催
に

よ
る
津
軽
北
部
や
さ
い
生
産
者

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
「
や
さ
い
生
産
に

意
欲
を
も
っ
て
地
域
農
業
を
活

性
化
し
よ
う
」
、
「
生
産
組
織
の
育

成
強
化
を
図
り
、
共
販
の
拡
大

を
促
進
し
よ
う
」
、
「
良
品
残

の
生
産
拡
大
に
よ
り
銘
柄
を
確

立
し
よ
う
」
、
「
昭
和
六
十
二

年
度
系
統
や
さ
い
取
扱
商
二
億

円
を
達
成
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
金
木
町
、
中
里
町
、
市

浦
村
の
や
さ
い
生
産
農
家
と
符

やさいの

産地づくりめざして
津
軽
北
部
や
さ
い
生
産
者
大
会
開
催

｡
内
農
協
、
経
済
連
、
関
係
市
町

村
等
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。主

催
者
を
代
表
し
、
中
谷
金

木
農
協
組
合
丑
が
「
雌
近
の
腱

業
を
取
り
巻
く
内
外
愉
勢
、
生

産
物
を
計
阿
的
に
出
荷
す
る
た

め
の
系
統
出
荷
の
必
要
性
の
脱

明
と
と
も
に
、
雌
近
で
も
ナ
ガ

イ
モ
が
一
箱
四
千
八
両
八
十
二

円
で
出
荷
さ
れ
た
邪
を
例
に
や

さ
い
を
作
れ
る
裁
象
条
件
を
生

か
し
、
県
南
に
負
け
な
い
産
地

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
来
賓
と
し
て
人
橘
町

曇
、
青
森
県
畑
作
刷
芸
裸
伴

指
導
鑑
が
あ
い
さ
つ
の
後
、
経

済
連
剛
中
青
果
部
長
か
ら
の
や

さ
い
の
梢
勢
報
告
、
生
産
者
に

よ
る
や
さ
い
生
産
聯
例
発
表
、

金
木
地
区
農
業
改
良
普
及
所
山

Ⅱ
技
師
に
よ
る
技
術
解
税
、
ま

た
「
野
菜
を
中
心
と
し
た
活
力

あ
る
地
域
農
業
の
確
立
」
と
題

し
、
川
子
町
腱
協
参
聯
杉
崎
孝

雄
氏
に
よ
る
記
念
洲
油
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

津
幡
北
部
地
域
に
お
い
て
は

年
々
野
菜
作
付
面
祇
が
蛎
加
し
、

水
稲
と
の
複
合
経
尚
に
よ
る
腱

業
収
人
の
拡
大
に
大
き
く
期
待

が
も
た
れ
て
お
り
、
出
席
し
た

生
産
者
は
、
大
き
く
鋤
銅
づ
け

ら
れ
、
熱
心
に
Ⅲ
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

事
例
発
表
内
容

①
カ
ボ
チ
ャ
、
ナ
ガ
イ
モ
に
取

組
ん
で
：
…
・
白
川
幸
雄
氏
（
金
木

股
協
や
さ
い
部
会
踵
）

②
キ
ノ
コ
栽
培
に
取
組
ん
で
…

：
．
ｎ
崎
武
春
氏
（
武
川
農
協
き
の

こ
部
会
腿
）

③
ニ
ン
ニ
ク
戦
端
に
取
細
ん
で

：
…
・
佐
藤
竹
諭
氏
（
市
浦
村
農
協

や
さ
い
部
会
）

偶ー百



こ放牧スタート 新緑の町営牧場 

③金木だより~川田1111111 

建退共 青森支部 

所在地 	青森市安方町 2 - 9 -13 ’青森県建設会館内 

電 話 	0177 (22) 7611-2 

こ’存知ですか 

建設業関係の皆 さ ん．ク 

建設業を営む方々，及び建設現場で働く皆さん、国が作った「建設業退職金共済制度」 

をご存じですか。 

この制度は、昭和39年に中小企業退職金共済法により作られた制度です。 

この制度の特色は、ー般の退職金のように労働者が事業所をやめた時支払われる退職

金でなく、建設業というーつの業種の中で働く限り、事業所に雇用された期間全部を通

算して退職金を支払うという、いわば建設業界ぐるみの退職金制度です。 

退職金は、国の制度ですから、確実、安全であり、極めて有利な利回りで計算されて

います。 

現在、全国で12万の事業主、165 万人の労働者がこの制度に加入し、退職金の積立て

が行われ、すでに40万人の労働者が退職金を受け取り、その額は 782億円を超えており 

ます。 

この制度について詳しいことは、下記にお問い合わせ下さい。 

記 

五
月
十
三
日
、
 

喜
良
市
か
ら

小
田

川
ダ
ム
に
通
じ
る

併
用
林
道
沿
い
に

あ
る
町
営
模
範
牧

場
で
、
今
年
放
牧

予
定
の
百
十
頭

の

う
ち
、
成
牛
五
十

一
頭
、
仔
牛
四
十

五
頭
、
Aロ
せ
て
九

十
六
頭
の
牛
の
放

牧
が
行
わ
れ

ま
し

た
。
 

朝
早
く
か
ら
ト
 
 

ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
た
牛
は
、
所

有
者
が

わ
か
る
よ
う
に
次
々
と

耳
に
登
録
票
を

つ
け
、
家
畜
保

健
所

の
獣
医
の
検
査
を
受
け
た

あ
と
、
農
家

の
人
た
ち
の
見
守

る
な
か
、
 い
っ
せ
い
に
放
牧
場

へ
向
か
っ
て
走
り
、
長
い
冬

の

間
牛
舎
に

こ
も
っ
て
い
た
た
め
、
 

広
い
遊
び
場
を
待
ち
こ
が
れ
て

い
た
か
の
よ
う
に
、
早
速
、
新

鮮
な
牧
草
を
食
べ
な
が
ら

生
き

生
き
と
か
け
ず
り
回
っ
て
い
ま

し
た
。
 

多
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
 

国
民

の
人
権
擁
護

と
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に

貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
当
町
か
ら
今
正
志
、
 

中
谷
定
雄
両
委
員
が

青
森
地
方
 

今 正志委員 

戦
 

で
 

作
 

童
 

ン
 

児
 

一
 

全
 

ク
 

良
 

喜
 

法
務
局
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、

五
月
二
十
六
日
の
五
所

川
原
人
権
擁
護
委
員

協
識
会
の

総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

五
月
三
十

日
、
喜
良
市
小
学

校

（
奈
良
祐
治
校
長
）
で
は
、
 

青
少
年
赤
十

字
活
動

の

一
環
と

し
て
、
同
地
区

の
ゴ
ミ
拾
い
を

し
ま
し

た
。
 

午
前
十
時
、

青
空

の
下
、
全

児
童
約
一
八
〇
人
が

各
学
年
に

分
散
し

て
校
長
先
生
や
担
当
の

先
生
方

に
引
率
さ
れ

始
ま
っ
た

清
掃
作
業
は
、

午
前
中
い
っ
ぱ
 
 

い
行
な
わ
れ
、
道
路
周
辺
に

捨

て
ら
れ
た
あ
き
缶
な
ど

の
ゴ
ミ

が
多
く
、
三
十
分
も
し

な

い
う

ち
に
ゴ

ミ
袋

い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
が
、
疲
れ
も
見

せ
ず
、
 

作
業
を
終

え
た
子

供
達
の
顔
は

と
て
も
さ
わ
や
か
で
し

た
。
 

子
供
達

の
行
為
を
無
に
し

な

い
よ
う
、
大
人
み
ん
な
が

自
覚

し
た
い
も

の
で
す
。
 

今
、
中
谷
両
委
員
に
感
謝
状
贈
口
王
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五
川
十
三
日
、

海
良
市
か
ら
小
川

川
ダ
ム
に
皿
じ
る

併
川
林
迦
沿
い
に

あ
る
町
桝
棋
範
牧

場
で
、
今
年
放
牧

予
定
の
面
十
ｍ
の

う
ち
、
成
牛
耐
十

一
蚊
、
仔
牛
四
十

兀
狐
、
合
せ
て
九

十
六
頭
の
牛
の
放

牧
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

朝
早
く
か
ら
ト

釈ロー

戸

口
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１
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少
、
釜
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１
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ラ
ッ
ク
で
述
ば
れ
た
牛
は
、
所

有
将
が
わ
か
る
よ
う
に
次
々
と

耳
に
縦
雛
祭
を
つ
け
、
家
帝
保

健
所
の
献
恢
の
検
侮
を
受
け
た

あ
と
、
腱
家
の
人
た
ち
の
兄
守

る
な
か
、
い
っ
せ
い
に
放
牧
場

へ
向
か
っ
て
走
り
、
腱
い
冬
の

間
牛
舎
に
こ
も
っ
て
い
た
た
め
、

広
い
遊
び
場
を
待
ち
こ
が
れ
て

い
た
か
の
よ
う
に
、
早
速
、
新

鮮
な
牧
硴
を
食
べ
な
が
ら
生
き

生
き
と
か
け
ず
り
川
っ
て
い
ま

し
た
。
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嘘望

多
年
人
権
擁
挫
委
典
と
し
て
、

川
陛
の
人
椛
擁
艘
と
人
権
思
想

の
杵
及
商
揚
に
立
献
さ
れ
た
功

紙
に
よ
り
、
刈
町
か
ら
今
爪
志
、

中
谷
定
雄
両
委
此
が
背
森
地
〃

喜良 全児章で小

今
、
中
谷
両
委
員
に
感
謝
状
贈
呈

－ン作戦ク リ

』

今正志委員

ｒ
■
■
■
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フ
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尺

法
務
川
瞠
よ
り
感
謝
状
が
岫
雅

さ
れ
、
血
川
二
卜
』
ハ
Ⅱ
の
Ⅱ
所

川
陳
人
椛
擁
換
委
此
協
砿
会
の

総
会
で
衣
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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中谷定雄委員I

八
川
三
Ｉ
Ⅱ
、
蒋
良
巾
小
学

校
（
奈
良
祐
治
校
挺
）
で
は
、

断
少
年
赤
十
字
活
鋤
の
一
環
と

し
て
、
Ｍ
地
区
の
ゴ
ミ
拾
い
を

し
ま
し
た
。

午
前
十
時
、
背
窄
の
ド
、
全

児
埴
約
一
八
○
人
が
各
学
年
に

分
散
し
て
校
艮
先
碓
や
拙
州
の

先
樅
力
に
引
率
さ
れ
始
ま
っ
た

滴
舳
作
業
は
、
午
前
中
い
つ
ぱ

ご存知ですか

建設業関係の皆さん.〃

雌‘没堆を憐む〃々，及び雄I没現場で働く濡さん、ll1が作った｢処没業退職金共済制度」

をご存じですか。

この制度は、昭ｲ1139年に1l1小企業退職金共済法により作られた制度です。

このllill度の特色は、一般の退職金のように労勵肴が1喋所をやめた1l,W:支払われる退職
金でなく、雄I没業という・つの業種の!|』で帥く限り、1lf業所に雁Ⅱlされた期間全部を皿

算して退恥金を支払うという、いわば建設業界く･るみの退職金llill度です。

退峨余は、ll1の制度ですから、確実、安全であり、極めてｲ『利な利l''lりでIil-算されて

います。

呪在、全lflで12ﾉjのﾐ'if*iﾐ、165ノj人の労帥若がこの制度に〃ll入し、退職金の枕'tて

がｲj-われ、すでに4()ﾉﾉ人の労側老が退職金を受け取り、その糊は782{'KII1を超えており

ます。

このllill度について1洋しいことは、F記におilllい合わせ1､､さい。

記

雄辿jl41'i森支部

所在地1'i森!|j資力町2-9-131!j森雌雄,没会館内

地!iif0177(22)7611-2

い
術
な
わ
れ
、
通
路
川
辺
に
捨

て
ら
れ
た
あ
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ

が
多
く
、
三
卜
分
も
し
な
い
う

ち
に
ゴ
ミ
袋
い
つ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
が
、
疲
れ
も
兄
せ
ず
、

作
業
を
終
え
た
ｆ
供
達
の
顔
は

と
て
も
さ
わ
や
か
で
し
た
。

ｆ
供
述
の
行
為
を
無
に
し
な

い
よ
う
、
人
人
み
ん
な
が
自
覚

し
た
い
も
の
で
す
。口

■



六
月
号
か
ら
町
内
各
校
の
校

長
紹
介
の
ペ
ー
ジ
が
企
画
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
各
校
校
長

は
学
校
の
P
R
の
機
会
が
与
え

ら
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
、
 

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
 

先
ず
、
私
の
紹
介
か
ら
始
め

ま
す
が
、
昭
和
二
十
年
青
森
市

の
空
襲
で
戦
災
に
会
い
、
母
親

の
生
地
で
あ
る
金
木
町

（
野呂

家
）
へ
疎
開
し
て
来
て
以
来
、
 

あ
ま
り
の
住
み
心
地
の
良
さ
に

つ
い
つ
い
住
み
つ
い
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
次
第
で
、
墓
地
も
購

入
し
、
全
く
金
木
の
人
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

昭
和
二
十
三
年
金
木
小
学
校

に
採
用
に
な
っ
て
以
来
、
大
東

ケ
丘
分
校
の
初
代
主
任
等
々
、
 

金
木
中
学
校
の
ほ
か
町
内
各
校
 
 に

色
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
 

各
校
の
思
い
出
は
色
々
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
金
木
小
学
校
だ

け
に
絞
る
と
し
て
、
 一
番
の
思

い
出
は
、
火
災
で
学
校
が
全
焼

し
た
こ
と
で
す
。
 

日
曜
日
で
し
た
が
、
昼
ま
で

学
校
に
お
り
畳
食
の
た
め
家
に

帰
え
る
途
中
、
学
校
か
ら
黒
い

煙
が
モ
ク
モ
ク
と
い
う
有
り
様

で
猛
火
の
中
へ
飛
び
込
み
、
体

で
火
を
消
そ
う
と
し
た
松
野
儀

助
校
長
を
必

死
に
な
っ
て
お

さ
え
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
 

あ
れ
か
ら
四
十
年
過
ぎ
た
現

在
、
県
下
一
と
も
言
わ
れ
た
学

校
も
出
来
、
環
境
だ
け
で
な
く

教
育
の
中
味
も
相
当
に
改
善
さ

れ
、
進
歩
も
し
、
外
観
的
に
も
 

'
 
 

内
容
的
に
も
変
化
し
た
歴
史
の

流
れ
を
つ
く
づ
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
 

昔
語
り
に
な
っ
て
申
し
訳
な

い
の
で
す
が
、
今
の
教
育
は
き

び
し
く
、
科
学
的
で
、
頭
が
良

く
世
界
の
レ

ベ
ル
の
ト
ッ
プ
を

行
く
子
が
沢
山
出
来
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昔
の

学
校
は
の
ん
び
り
し
た
中
に
、
 

先
生
と
生
徒

（
教師
と
児
童
と

い
う
感
じ
で
は
な
く
）
の
師
弟

愛
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
よ
う
な

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
 

だ
か
ら
と
い
う
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
私
の
今
の
心
の
中

の
教
育
方
針
は
、
先
生
と
生
徒

と
の
つ
な
が
り
を
強
く
、
そ
し

て
健
康
で
明
る
い
子
ど
も
を
育

て
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
よ

う
で
す
。
 

今
時
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
う

と
叱
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
小
学
校
時
代
少
し
位
出
来

が
悪
く
て
、
ワ
ン
パ
ク
で
も
世

の
中
へ
出
た
ら
、
し
っ
か
り
し

た
生
活
が
出
来
る
人
間
。
欲
を

言
え
ば
、
多
少
な
り
と
も
世
の

中
の
為
に
つ
く
せ
る
よ
う
な
人

間
が
育
て
ば
良
い
と
も
考
え
て

お
り
ま
す
。
 

こ
う
し
て
今
、
校
長
室
の
机

に
つ
か
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
 
 す

が
、
各
教
室
や
校
庭
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い
歌
声
や
、
 

元
気
の
よ
い
話
し
合
い
の
声
が

聞
え
て
参
り
ま
す
。
 

こ
れ
が
数
年
後
に
は
、
金
木

町
の
中
心
と
な
る
声
だ
と
思
う

と
ほ
ほ
え
ま
し
い
と
い
う
よ
り
、
 

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
も
致
し

ま
す
。
 

ふ
と
窓
の
外
を
見
る
に
、
四

十
年
前
、
当
時
の
松
野
儀
助
校

長
、
鰐
田
惣
四
郎
校
長
、
田
村

雄
三
教
頭
か
ら
い
ろ
い
ろ
子
ど

も
に
教
え
る
よ
う
に
し
て
指
導

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
、
そ
の
万
分
の

ー
で
も
、
 

今
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ま
た
若

い
先
生
達
に
返
え
し
て
や
ら
ね

ば
と
、
 つ
く
づ
く
考
え
て
お
る

次
第
で
す
 

青
少
年
を
非
行
か

ら
ま
も
る

全
国
強
調
月
間
（7
月
ー
ー
3
1日
）
 

ー

お
年
寄
り

達
  

h
H
 
十

一
日
午
後
一
時
か

ら
、
喜
良
市
岩
見
町
に
近
い
2
 

カ
所
の
畑
で
、
喜
良
市
地
区
に

お
い
て
実
施
し
て
い
る
農
村
高

齢
者
役
割
向
上
対
策
事
業
の

一

環
と
し
て
、
事
業
参
加
者
の
お

年
寄
り
達
約
三
十

名
が
落
化
成

の
種
と
さ
つ
ま
い
も
の
種
い
も

を
植
え
ま
し
た
。
 

こ
の
事
業
は
、
金
木
地
区
農

業
改
良
普
及
所
が
、
金
木
町
、
 

金
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
協

力
を
得
て
、
昨
年
か
ら
進
め
て
 

い
る
も
の
で
、
 

喜
良
市
地
区

の

高
齢
者

の
人
達

が

一
緒
に
な
り
、
 

研
修
活
動
、
花

壇
づ
く
り
、
子

ど
も
会
と
の
交

流
会
、
野
菜
づ

く
り
を
通
じ
て
、
 

コ
ミ
ュ
 ニ
ケ
ー
 

シ
ョ
ン
を
深
め

な
が
ら
、
地
域

の
発
展
の
た
め

自
分
達
の
知
識

を
生
か
し
て
い

こ
う
と
い
う
の
 
 

が
活
動
内
容
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
普
及
所
長
、
喜

良
市
小
学
校
長
、
社
協
事
務
局

長
ら
も
参
加
し
、
お
年
寄
達
と

い
つ
し
ょ
に
な
っ
て
ふ
だ
ん
の

農
作
業
と
は
ま
た
違
っ
た
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

な
か
、
今
年
最
初
の
仕
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
収
穫
時
に
は
喜

良
市
小
学
校
の
児
童
も
参
加
す

る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
や
が

て
お
と
ず
れ
る
収
穫
期
を

い
ま

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
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金木小学校校長 浅 木 全 ー 

い
き

い
き
事
業
ク

ー
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六
月
号
か
ら
町
内
各
校
の
校

良
紹
介
の
ペ
ー
ジ
が
企
画
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
各
校
校
曇

は
学
校
の
Ｐ
Ｒ
の
機
会
が
与
え

ら
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

先
ず
、
私
の
紹
介
か
ら
始
め

ま
す
が
、
昭
和
二
十
年
行
森
市

の
空
襲
で
峨
災
に
会
い
、
母
親

の
生
地
で
あ
る
金
木
町
（
野
呂

家
）
へ
疎
開
し
て
来
て
以
来
、

あ
ま
り
の
住
み
心
地
の
良
さ
に

つ
い
つ
い
住
み
つ
い
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
次
第
で
、
墓
地
も
唯

人
し
、
全
く
金
木
の
人
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
金
木
小
学
校

に
採
川
に
な
っ
て
以
来
、
大
東

ヶ
丘
分
校
の
初
代
主
任
等
々
、

金
木
中
学
校
の
ほ
か
町
内
各
校

垂一
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qIに
色
々
お
肚
諦
に
な
り
ま
し
た
。

各
校
の
思
い
出
は
色
々
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
金
木
小
学
校
だ

け
に
絞
る
と
し
て
、
一
番
の
思

い
出
は
、
火
災
で
学
校
が
全
焼

し
た
こ
と
で
す
。

Ｈ
暇
Ｎ
で
し
た
が
、
昼
ま
で

学
校
に
お
り
昼
食
の
た
め
家
に

州
え
る
途
中
、
学
校
か
ら
蝶
い

煙
が
モ
ク
モ
ク
と
い
う
有
り
様

で
猛
火
の
中
へ
飛
び
込
み
、
体

で
火
を
柵
そ
う
と
し
た
松
野
儀

肋
校
災
を
必
死
に
な
っ
て
お

さ
え
た
こ
と
が
昨
川
の
よ
う
に

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

あ
れ
か
ら
川
十
年
過
ぎ
た
呪

在
、
県
下
一
と
も
荷
わ
れ
た
学

校
も
出
来
、
環
境
だ
け
で
な
く

教
育
の
中
味
も
杣
当
に
改
諜
さ

れ
、
進
歩
も
し
、
外
観
的
に
も

、
》

Ｉ
・
’
一
一
唖

庁
一

』
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一
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内
容
的
に
も
変
化
し
た
歴
史
の

流
れ
を
つ
く
づ
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。昔

語
り
に
な
っ
て
申
し
訳
な

い
の
で
す
が
、
今
の
教
育
は
き

び
し
く
、
科
学
的
で
、
頭
が
良

く
世
界
の
レ
ベ
ル
の
ト
ッ
プ
を

行
く
子
が
沢
山
出
来
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昔
の

学
校
は
の
ん
び
り
し
た
中
に
、

先
生
と
生
徒
（
教
師
と
児
童
と

い
う
感
じ
で
は
な
く
）
の
師
弟

愛
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
よ
う
な

弧
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
と
い
う
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
私
の
今
の
心
の
中

の
教
育
方
針
は
、
先
生
と
生
徒

と
の
つ
な
が
り
を
強
く
、
そ
し

て
健
康
で
明
る
い
子
ど
も
を
育

て
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
よ

う
で
す
。

今
時
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
う

と
叱
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
小
学
校
時
代
少
し
位
出
来

が
悪
く
て
、
ワ
ン
パ
ク
で
も
川

の
中
へ
出
た
ら
、
し
っ
か
り
し

た
生
活
が
出
来
る
人
間
。
欲
を

◇
・
間
え
ば
、
多
少
な
り
と
も
川
の

中
の
為
に
つ
く
せ
る
よ
う
な
人

間
が
育
て
ば
良
い
と
も
考
え
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
て
今
、
校
挺
室
の
机

に
つ
か
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま

青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る

全
国
強
調
月
間
（
７
月
１
～
訓
日
）

す
が
、
各
教
室
や
校
庭
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い
歌
声
や
、

元
気
の
よ
い
話
し
合
い
の
声
が

聞
え
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
が
数
年
後
に
は
、
金
木

町
の
中
心
と
な
る
声
だ
と
思
う

と
ほ
ほ
え
ま
し
い
と
い
う
よ
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
も
致
し

ま
す
。ふ

と
窓
の
外
を
兄
る
に
、
四

十
年
前
、
当
時
の
松
野
儀
助
校

握
、
鰐
川
惣
四
郎
校
艮
、
川
村

雄
三
教
頭
か
ら
い
ろ
い
ろ
子
ど

も
に
教
え
る
よ
う
に
し
て
指
導

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
、
そ
の
万
分
の
一
で
も
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ま
た
若

い
先
生
達
に
返
え
し
て
や
ら
ね

ば
と
、
つ
く
づ
く
考
え
て
お
る

次
第
で
す

●

五
月
二
十
一
ｎ
午
後
一
時
か
一
一
が
祇
勤
内
容
で
す
。

ら
、
喜
良
市
瑞
兇
町
に
近
い
２
’
こ
の
Ｈ
は
、
神
及
所
憂
、
喜

ヵ
所
の
畑
で
、
喜
良
市
地
区
に
良
市
小
学
校
父
、
社
協
事
務
局

お
い
て
実
施
し
て
い
る
農
村
商
艇
ら
も
参
加
し
、
お
年
寄
達
と

齢
肴
役
剖
向
上
対
策
聯
業
の
一
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
ふ
だ
ん
の

環
と
し
て
、
蕪
業
参
加
肴
の
お
農
作
業
と
は
ま
た
述
っ
た
、
和

年
寄
り
達
約
三
十
名
が
藩
化
成
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

の
枕
と
さ
つ
ま
い
も
の
極
い
も
な
か
、
今
年
雌
初
の
仕
事
が
始

を
杣
え
ま
し
た
。
ま
り
ま
し
た
。
収
稚
時
に
は
喜

こ
の
堺
業
は
、
金
木
地
区
農
良
市
小
学
校
の
児
亜
も
参
加
す

業
改
良
神
及
所
が
、
金
木
町
、
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
や
が

金
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
て
お
と
ず
れ
る
収
稚
期
を
い
ま

力
を
得
て
、
昨
年
か
ら
進
め
て
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

い
る
も
の
で
、
一
壱
掛

喜
良
市
地
区
の
《
砺

商
齢
者
の
人
達
》
誠９

が
一
締
に
な
り
、
↓

研
修
活
仙
、
花
一

壇
づ
く
り
、
子

ど
も
会
と
の
交
．
－

流
会
、
野
菜
づ
一

く
り
を
池
じ
て
、
一

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
｜
‐

シ
ョ
ン
を
深
め
一

な
が
ら
、
地
域
一

の
発
股
の
た
め
一

ｎ
分
述
の
知
識
一

を
生
か
し
て
い
一

こ
、
う
と
い
、
７
の
一

り
達

き
い
き
事
業
″

■
。
Ｕ
・
‐
６
８
■
４
■
１
０
８
０
４
面
０
．
１
Ｈ
１
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※ 詳細は商工観光課へお問い合せください。 

検査地区 実 施 期 日 実 施 場 所 

川
 
藤
 
倉
 
枝
 

 

7 月20日 ii: 00- 川倉 

明） 14 : 00 「老人いこいの家」 

7 月21日 ii:00~ 金木町農業協同組合 
喜良市 

因 14 : 00 喜良市支所 

中柏木 7 月．日 ii: 00- 

嘉 	瀬 矛 14 : 00 
嘉瀬公民館 

金 	木 7 月23日 

蒔 	田 1 困 10 : 30- 金木町自然休養村 

神 	原 7 月24日 14 : 00 管理センター 

他全地区 団 

商店、農業経営者などで計量器を使用している方は、 3 

年に1回の定期検査を必ず受けてください。 

0注意すること 

① 検査当日は、印鑑、検査料をご持参ください。 

② 検査を受けないはかりは、使用することができませ 

ん。 

③ 右記の実施期日に検査を受けられない方は他の実施 

場所でも受けられます。 

④ 期間中に検査を受けないと県計量検定所（青森市） 

で受けなければなりません。 

植樹する大橋町長（右）と福永営林署長（左） 

金木中学校植樹作業風景 

,
 

e二〉 

 

く 

り 

町
と
営
林
署
が
主
催
す
る
植

樹
祭
が
、
さ
る
五
月
二
十
一
日
、
 

約
一
三
〇
人
が
参
加
し
て
、
川

倉
の
大
倉
岳
国
有
林
で
行
わ
れ
、
 

町
長
と
福
永
純
久
金
木
営
林
署

長
が
主
催
を
代
表
し
、
緑
の
資

源
保
護
の
大
切
さ
を
訴
え
な
が

ら
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
岩
木
山
が
空
に

浮
か
ん
で
い
る
よ
う
な
絶
景
を

背
に
し
な
が
ら
、
四
年
生
の
杉

の
苗
木
約
千
本
を
三
〇
ア
ー
ル

に

一
本
一
本
じ
ょ
う
ぶ
に
育
っ
 
 て

く
れ
と
願
い
を
込
め
て
植
え

付
け
ま
し
た
。
 

植
樹
祭
の
あ
と
、
山
菜
採
り

シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
、
山
火
事
 

五
月
十
四
日
、
金
木
中
学
校
 

P
T
A
父
母
6
0人
が
参
加
し
、
 

ポ
プ
ラ
、
キ
サ
ラ
ギ
他
8
種
類

の
苗
木
三
百
本
を
金
木
中
学
校

校
庭
の
周
囲
に
、
ま
た
前
庭
に

は
ヒ
バ
の
森
も
配
置
す
る
よ
う
 
 防

止
協
議
会
が
金
木
町
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
対
策
な
ど

に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。
 

に
植
え
ま
し
た
。
 

苗
木
は
北
地
方
緑
化
推
進
協

議
会
、
五
所
川
原
農
林
高
等
学

校
か
ら
の
贈
呈
と
昭
和
6
1年
度

金
木
中
学
校
卒
業
生
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
、
さ
さ
え
木
は
 

大
橋
町
長
か
ら
無
償
提
供
さ
れ

ま
し
た
。
 

新
校
舎
と
な
っ
て
一
年
が
過

ぎ
、
勉
強
、
ス
ポ
ー
ッ
設
備
の

充
実
と
と
も
に
緑
で
囲
ま
れ
た

素
晴
ら
し

い
環
境
が
整
い
、
ま

た
、
植
樹
し
た
苗
木
の
管
理
は

生
徒
が
す
る
事
に
な
っ
て
い
て

ク木
を
大
事
に
す
る
気
持
ち
と

人
間
の
命
を
大
事
に
す
る
気
持

ち
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
心
を

育
て
た
い
4
と
校
長
先
生
も
話

し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
生
に
と
 

っ
て
は
校
舎

の
雰
囲
気
が

学
校
生
活
の
 

ー
ペ
ー
ジ
と
 

し
て
と
て
ー
 

な
つ
か
し
く

思
い
出
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
 

非
常
に
記
念

に
残
る
植
樹

祭
で
し
た
。
 

新
校
舎

に
な
っ

て
一
年
 

金
木
中
学

校
で
植
樹
祭
行
わ
れ

る
 

⑤金木だよりI'll"'川III ”・ ⑤金木だよりlllllllllllll1''!0'''･

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

糾

継
値
樹
祭

町
と
営
林
署
が
主
催
す
る
柚
て
く
れ
と
願
い
を
込
め
て
柚
え
防
止
協
砿
〈
｛
が
金
木
町
中
央
公
一
人
橘
町
災
か
ら
伽
償
捉
供
さ
れ

樹
祭
が
、
さ
る
五
月
二
十
一
Ⅱ
、
付
け
ま
し
た
。
民
館
で
州
催
さ
れ
、
対
策
な
ど
一
ま
し
た
。

約
一
三
○
人
が
参
加
し
て
、
川
械
樹
祭
の
あ
と
、
山
菜
採
り
に
つ
い
て
跡
砿
し
ま
し
た
。
新
校
合
と
な
っ
て
ゞ
年
が
過

愈
の
大
倉
岳
国
有
林
で
行
わ
れ
、
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
、
山
火
小
ぎ
、
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
没
術
の

町
憂
と
稲
永
純
久
金
木
営
林
料
允
火
と
と
も
に
緑
で
川
ま
れ
た

新
校
舎
に
な
っ
て
一
年

艮
が
主
催
を
代
表
し
、
緑
の
黄
糸
聯
ら
し
い
環
境
が
螺
い
、
ま

金
木
中
学
校
で
植
樹
祭
行
わ
れ
る

源
保
謹
の
大
切
さ
を
訴
え
な
が
た
、
杣
棚
し
た
附
木
の
符
即
は

ら
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
五
月
十
四
日
、
金
木
中
学
校
に
植
え
ま
し
た
。
碓
從
が
す
る
躯
に
な
っ
て
い
て

こ
の
あ
と
、
岩
木
山
が
空
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
父
母
釦
人
が
参
加
し
、
｜
苗
木
は
北
地
方
緑
化
推
進
協
〃
木
を
人
蛎
に
す
る
抗
持
ち
と

浮
か
ん
で
い
る
よ
う
な
絶
景
を
ポ
プ
ラ
、
キ
サ
ラ
ギ
他
８
祁
類
議
会
、
五
所
川
脈
農
林
商
等
学
人
川
の
命
を
大
撫
に
す
る
裁
持

一
『

背
に
し
な
が
ら
、
四
年
生
の
杉
の
苗
木
三
百
本
を
金
木
中
学
校
一
校
か
ら
の
岫
罷
と
昭
和
印
年
度
ち
は
Ｍ
じ
で
あ
る
と
い
う
心
を

の
苗
木
約
千
本
を
三
○
ア
ー
ル
校
庭
の
周
囲
に
、
ま
た
前
庭
に
金
木
中
学
校
卒
業
椎
か
ら
寄
賊
育
て
た
い
“
と
校
及
先
生
も
紺

に
一
本
一
本
じ
ょ
う
ぶ
に
育
つ
は
ヒ
バ
の
森
も
配
種
す
る
よ
う
一
さ
れ
た
も
の
で
、
さ
さ
え
木
は
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
樅
に
と

植樹する大橋町長(右)と福永営林署長(左）

臼
一

G

景
し
て
と
て
も

銅
な
つ
か
し
ぐ

緋
思
い
出
さ
れ

植
る
で
し
ょ
う
。

詫
非
術
に
記
念

中
に
残
る
械
樹

隷
祭
で
し
た
。

卒
業
樅
に
と

っ
て
は
校
介

の
非
Ⅲ
気
が

学
校
化
研
の

↑
ぺ
Ｉ
ジ
と ●

商店、農業経営者などで計最器を使用している方は、3

年に1回の定期検査を必ず受けてください。

○注葱すること

①検査当日は、印鑑、検査料をご持参ください。

②検査を受けないはかりは、使川することができませ

ん。

③右記の実施期日に検査を受けられない方は他の実施

場所でも受けられます。

④期間中に検査を'受けないと県計賊検定所（背森'li)

で受けなければなりません。

検査地区 実施場所実施期1I

倉
枝

川術

「世人いこいの家」

川

藤

7112011

（月）

l1:00~

14:00

金木I11.腱業協liil組合

専良ili支所

7月211I

㈹

一
㈹

０
．
．

０

４

①
●

１

１１

喜良市

木
瀬

柏中
嘉

7)]■Ⅱ

綴
11：00～

14:00
鋪帆公L史蛇

金木

蒔川

神原

他全地区

Ｈ

－肥
附
岬
鰯
’

３

～

７

７

金木l111~l'l然休養村

↑”11センター

10:30~

14:00

※詳細は商工観光課へお問い合せください。
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嘉 蒔

瀬 田 

喜
良
市
 

金 嘉

木瀬 

喜
良
市

川
 
倉

金
 
木

金
 
木
 

嘉 金

瀬木 

誠 
信
一

哲
広

明
良

和
伸

達
英
 

蒔金

田 木 

藤
 
枝

喜
良
市
 

金川 嘉 喜 神 
良 

木 倉瀬市 原 

8
0歳
 

58 53 70 81 78 80 62 79 83 90 84 64 59 86 
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 

今
月
か
ら
当
金
木
病
院
に
も
、
 

待
望
の
c
T
ス
キ
ャ
ナ
（
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置
）
 

が
導
入
さ
れ
、
病
気
の
診
断
に
、
 

そ
の
威
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
は
、
 

そ
の
装
置
が
な
か
っ
た
た
め
、
 

院
外
で

c
T
ス
キ
ャ
ン
を
行
な

い
、
随
分
不
便
な
思
い
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
六
月
か

ら
は
、
院
内
で
そ
の
検
査
が
出

来
る
様
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
 

c
T
ス
キ
ャ
ナ
（
コ
ン
ピ
ュ
 

ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置
）
と
は

一
体
ど
の
よ
う
な
機
械
か
、
簡

単
に
説
明
し
ま
す
と
、

x
線
を

出
す
部
分
が
、
患
者
さ
ん
の
体

の
回
り
を

一
周
し
、
そ
の
情
報

を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
っ
て

計
算
し
て
、
普
通
で
は
見
る
こ
 
 と

の
出
来
な
い
、
人
間
の
体
を

輪
切
り
に
し
た
写
真
が
出
来
上

っ
て
く
る
装
置
で
す
。
検
査
を

受
け
る
患
者
さ
ん
は
、
も
ち
ろ

ん
体
を
輪
切
り
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
ま
っ
た
く
苦
痛
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
頭
の
中
や
、
 

体
の
中
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

わ
か
る
わ
け
で
す
。
 

脳
、
肺
臓
、
心
臓
、
肝
臓
、
勝

臓
、
腎
臓
、
子
宮
な
ど
の
検
査

に
有
用
で
す
が
、
特
に
脳
卒
中

の
時
に
は
、
必
要
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
検
査
で
あ
り
、
c
T
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
情
報
は
、
非
常

に
大
切
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
 

と
い
い
ま
す
の
も
、
脳
卒
中
に

は
、
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
て
し

ま
い
、
脳
に
障
害
が
出
る
も
の
 

（脳
梗
塞
）
と
、
脳
の
血
管
が
 
 破

れ
て
出
血
を
起
し
、
脳
に
障

害
が
出
る
も
の
（
脳
出
血
）
と
、
 

大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が

出
来
ま
す
が
、
 一
部
の
脳
出
血

は
、
早
期
に
診
断
し
手
術
を
す

れ
ば
命
を
救
う
こ
と
の
で
き
る

症
例
も
あ
る
か
ら
で
す
。

c
T
 

ス
キ
ャ
ン
で
は
出
血
は
白
く
出

ま
す
し
、
梗
塞
は
黒
く
出
ま
す

の
で
、
 一
目
瞭
然
に
分
か
り
ま

す
。
そ
の
他
、
頭
痛
で
始
ま
る

く
も
膜
下
出
血
も
、

c
T
で
み

る
と
、
す
ぐ
に
安
全
に
診
断
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

年
々
、
設
備
が
充
実
し
て
き

て
お
り
ま
す
金
木
病
院
に
、
力

強
い
昧
方
が
今
月
か
ら
登
場
し

た
わ
け
で
す
。
 

男
 
女
 
計
 

人
ロ

と

世
帯
 

お
め
で
と
う
 

白
川
 
将
太
 
輝
彦

山
中
 
康
裕
 
晴
仁

柳
平
明
日
香
 
正
樹

佐
藤
 
伸
栄
 
弘
光

松
橋
 
隆
平
 
隆
1
11
 
 

『…‘讐1 

I 

津
島
 
智
秀

鳴
海
 
梨
香

古
川
 
耕
太

中
谷
 
泰
成

津
島
 
里
郁

小
林
 
恵
 

お
し
あ
わ
せ
に

爵
恵利
稀覧
爵
」
 

（難
施
携
避
艇
”
 

籍
木明
難一
琵静
（
 

碗
黙
讐

鑓
蹄

椎

露

朱
躯餌
一
鵬
鷲

霜

純
鰍鯛
一
鵬
施

籍

百
合
諸響
課
 

(＼
田接
弱
が
＼

賑

讐
魂
晦
振
 （

田
中
 
芳
彦
（
才
五逃
金
 
木
 

（
田
中
 
千
晶
（長
昭
）
川
 
倉
 

命
軒
難
販
齢
緯
 

籍
雄
鑓
金

”
木
 

お
＜
や
み
 

前
田
 
タ
マ

今
 
金

蔵

山
中
 
秀
一

清
野
貞
太
郎

小
山
内
タ
ョ

大
橋
 
イ
ク

吉
村
米
次
郎

白
川
千
代
治

岡
田
 
久
吉

伊
藤
 
宮
雄

岡
田
 
タ
セ

今
 

リ
サ

角
田
 
フ
サ

黒
滝
 
稔
 

'I'll川田川金木だより ⑥ 

金家病院カJ少デ⑩ 

CTスキャンについて 

金木病院内科 中 村 

5 月31日現在 前年同月比 

&642 一 84 

7,240 - 53 

13,882 -137 

3,918 +17 世帯数 

はじめまして 

将太ちゃん 

4 月25日生まれ

体重 3,650グラム

蒔 田 

白川輝彦さんの長男 

ママさんバレーボール会員募集 

練習日時 毎週火・金午後7時30分～ 9時

練習場所 農業者トレーニングセンター 

対 象 既婚者（年令制限なし） 

連絡先 金木町山道町 角田エコ 

TEL 53-3148 
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今
川
か
ら
当
金
木
病
院
に
も
、

待
望
の
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
断
脳
碓
膨
装
祇
）

が
導
入
さ
れ
、
病
気
の
診
断
に
、

そ
の
威
力
が
発
抑
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
は
、

そ
の
装
樅
が
な
か
っ
た
た
め
、

院
外
で
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
を
行
な

い
、
随
分
不
便
な
思
い
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
六
川
か

ら
は
、
院
内
で
そ
の
検
盃
が
出

米
る
様
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ヤ
ナ
ヨ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
断
胴
搬
影
装
祇
）
と
は

一
体
ど
の
よ
う
な
機
械
か
、
簡

恥
に
説
明
し
ま
す
と
、
Ｘ
線
を

出
す
部
分
が
、
忠
新
さ
ん
の
体

の
Ｍ
り
を
一
脚
し
、
そ
の
怖
椛

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て

計
算
し
て
、
沖
皿
で
は
兄
る
こ

金木病院カルテ⑳

CTスキャンについて

金木病院'ﾉ'科中村紳

と
の
出
来
な
い
、
人
間
の
体
を

輪
切
り
に
し
た
写
典
が
出
来
ｔ

っ
て
く
る
装
慨
で
す
。
検
盃
を

受
け
る
忠
満
さ
ん
は
、
も
ち
ろ

ん
体
を
輪
切
り
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
ま
っ
た
く
苦
痂
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
蚊
の
中
や
、

体
の
中
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

わ
か
る
わ
け
で
す
。

脳
、
肺
臓
、
心
臓
、
肝
臓
、
膵

臓
、
肝
臓
、
ｆ
汽
な
ど
の
検
売

に
有
川
で
す
が
、
特
に
脳
卒
中

の
時
に
は
、
必
要
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
検
介
で
あ
り
、
Ｃ
Ｔ
に
よ

っ
て
御
ら
れ
た
怖
祁
は
、
非
術

に
大
切
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

と
い
い
ま
す
の
も
、
脳
卒
中
に

は
、
脳
の
血
祷
が
つ
ま
っ
て
し

ま
い
、
脳
に
障
杏
が
川
る
も
の

（
脳
梗
潅
）
と
、
脳
の
血
符
がず●

破
れ
て
出
血
を
起
し
、
脳
に
陣

容
が
出
る
も
の
（
脳
出
血
）
と
、

大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
か

出
来
ま
す
が
、
一
部
の
脳
出
血

は
、
早
期
に
診
断
し
手
術
を
す

れ
ば
命
を
救
う
こ
と
の
で
き
る

椛
例
も
あ
る
か
ら
で
す
。
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ャ
ン
で
は
出
血
は
、
く
出

ま
す
し
、
椣
飛
は
服
く
出
ま
す

の
で
、
。
Ⅱ
帷
然
に
分
か
り
ま

す
。
そ
の
他
、
蚊
痂
で
始
ま
る

く
も
脱
ド
Ⅲ
血
も
、
Ｃ
Ｔ
で
み

る
と
、
す
ぐ
に
安
全
に
診
断
す

る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

年
々
、
没
州
が
光
災
し
て
き

て
お
り
ま
す
金
木
炳
院
に
、
力

妓
い
味
〃
が
今
川
か
ら
縦
場
し

た
わ
け
で
す
。
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ママさんバレーボール会員募集

練習HIIキ毎週火･金午後7時30分～9時

練習場所胤業蒲トレーニングセンター

対象既婚者（年令制限なし）

巡絡光金木町l11世町角lllエコ

TEL53－3148


